
 

 

 

 

 

 

全農協労連 

ベベアア・・初初任任給給 UUPP ななどど前前進進回回答答  

全農協労連～職場の内外で学習と行動へ 

秋田ふるさと支部では3,000円のベアを獲得。年度経営計画段階から、昇給・一時金の交渉のなかで、

２月21日に経営側から「離職者の歯止めをかけ、有能な職員を採用するため」と提示されました。仲村

書記長は、同農協の広域合併以降初めてのベアであり、県支部他支部でのベア獲得に向けた突破口とし

て、他農協の経営者にも迫っていくとしています。また、日向農協労組では5,000円のベアを獲得。青

森（単）十和田おいらせ分会では、初任給の大幅アップ（大卒で約15,000円）を引き出しました。 

・統一行動、各地で決起 

  第１波統一行動日の３月 16 日、各地で回

答引き出しや要求実現へ決起がはかられまし

た。岩手（単）いわて平泉支部では、地域の

他産業労組などと、「３・16 両磐地区決起集

会」を実施。同支部の千葉委員長は「トラン

プ政権がＴＰＰ以上の自由貿易協定を望んで

いることや、「種子法廃止」によってモンサン

ト等の遺伝子組み換え作物が席捲しかねない問題を訴えました。新潟県農協労連は、第１回闘争委員会

を開催し、お昼休みに中越地区労連やＴＰＰ参加反対中越地域協議会と「３・16 春闘総行動」を展開。

貧困を無くすために「最低賃金 1,500 円、全国一律最低賃金制度の実現」、「ＴＰＰやＲＣＥＰ」など自

由貿易交渉と、それを土台とした安倍政権の「農業・農協改革」の問題を市民に訴えました。 

・「主要農産物種子法」の廃止を許すな！急ぎ問題点を知らせよう 

国会では「主要農作物種子法廃止法案」と、「農業機械化促進法廃止法案」の２本の法案がセットで

国会審議にかかっています。これまで、都道府県の試験場がその地域の風土にあった種子を育ててきま

したが、その根拠法である「種子法」を無くすということは、種子の安定供給への公的責任が担保でき

ないと同時に、種子価格の高騰を招き外資による種子独占も懸念されることから、この法案の廃案を求

めて、全国各地から参議院の国会議員へのＦＡＸ要請に取り組んでいます。 

全農協労連は、３月10日(金)に、2017年春闘の第１回中央戦術委員会を開催して、３月21日

(火)～24日(金)を第２波統一行動日（ゾーン）、４月４日(火)～７日(金)を第３波統一行動日（ゾ

ーン）と決定しました。 
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福祉保育労～91 職場 651 人がストで決起、統一行動は 389 職場 4,620 人 

３月16日、政府に対して、全産業平均に比べて

月額10万円も低い賃金水準、休憩・休暇もとりづ

らく不払い労働が深刻な労働実態の抜本的な改

善と福祉職員の大幅増員・賃金の改善と戦争法廃

止を国に求める「全国いっせい行動」がおこなわ

れ、全国的によびかけるのは初めてとなったスト

ライキも７地方・91職場651人が実施。全国各地

で要求ワッペンの着用、職場アピールの採択、集

会や宣伝などに立ち上がりました。 

〇東海地本では、各職場でのとりくみのほか、

一日宣伝をした栄広場に、午後６時半からおこな

った集会には80人以上が参加し、「平和を守ろう、福祉を守ろう！」と力強くアピールしました。街頭

での訴えにも「介護施設で働いているので、このような運動は助かり

ます」「保育士になりたくて資格の取れる大学に行くんです」などと

対話が広がりました。 

〇群馬支部・おひさま飯塚保育園分会では、横断幕やのぼり旗もつ

かって、登降園中の保護者に宣伝ビラを配布。事前にスト実施を通告

していたので「がんばってください」「先生たちの処遇、良くなって

欲しいですよね」など、応援の言葉をもらって心強かったです。 

〇埼玉県本部は、横断幕、組合旗、パネル、ピンクのエプロン、ス

カーフなどを用意して、宣伝や集会を実施。４職場４人がスト、うち

１人が中央行動へ。12職場で職場集会・宣伝行動、14職場からＦＡＸ

要請しました。 

〇東京地本は、早朝の都庁前宣伝には50人以上が参加。現在法人の

不当な懲戒処分とパワハラで係争中の多摩同胞会分会の竹高さんの高齢職場では、ベランダでお弁当を

食べながら、「職場アピール」を読み合わせ。児童養護施設・六踏園分会でもホールでの集会に、泊ま

り明けの組合員も参加するなど、種別をこえてみんなで一致団結！ 

〇神奈川県本部・みどり分会小雀班では、職場にスロー

ガンや訴えを掲示し、午前中と夕方にそれぞれ２人が短時

間のストに入りました。他の組合員は勤務時間外に保護者

や非組合員、理事者などに、要求への賛同を求めるシール

投票（69枚）やメッセージ（20筆）を寄せてもらいました。

卒園式前の多忙な時期で大変でしたが、園全体でとりくむ

ことができました。 

 

 

 

ＳＴＯＰ暴走政治！ 守ろういのちと平和、そして憲法 

賃金底上げと雇用の安定、地場産業振興で地域の活性化 

 


